
生命環境科学研究科                             

○応用生命科学専攻 

・ディプロマポリシー（学位授与の方針） 
   大学院修了者には，高度な専門知識に加えて，専門に関連する幅広い知識，創造力，

問題解決能力などが求められる。応用生命科学専攻では、これらの要請に応えるべく，

生命科学の確固たる基礎知識と研究能力を有し，人類福祉の向上と地球環境の保全のた

めの新技術の開発等の分野で指導的役割を担うことのできるエキスパートの育成を組織

的に行う。 
 

・カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
生命科学の基盤を総合的に学び高度な専門知識を修得できるとともに，専門に関連す

る幅広い知識，創造力，問題解決能力等を培えるように教育を行う。そのため，専門教

育科目，基礎科学教育科目を体系的に編成するとともに，学際的な「プロジェクト科目」

を設ける。また，博士前期課程学生には主指導教員及び副指導教員を定めて，研究及び

学位論文作成等に対するきめ細かな指導を行う。 
 
○環境科学専攻 

・ディプロマポリシー（学位授与の方針） 
大学院修了者には，高度な専門知識に加えて，専門に関連する幅広い知識，創造力，

問題解決能力などが求められる。環境科学専攻では、これらの要請に応えるべく，環境

科学の確固たる基礎知識と研究能力を有し，生活から自然生態系に至る環境保全と持続

的な社会発展に向け、人間と環境の様々な相互関係を探求できる広い視野と応用力を身

につけた人材の育成を組織的に行う。 
 

・カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
環境科学の基盤を総合的に学び高度な専門知識を修得できるとともに，専門に関連す

る幅広い知識，創造力，問題解決能力等を培えるように教育を行う。そのため，専門教

育科目，基礎科学教育科目を体系的に編成するとともに，学際的な科目群共通の科目を

設ける。また，博士前期課程学生には主指導教員及び副指導教員を定めて，研究及び学

位論文作成等に対するきめ細かな指導を行う。 
 


